
 

14 今日的教育課題への対応 

現在、我が国は、Society5.0 の到来、国際化、情報化、科学技術の進展、さらには少子高齢化の深

刻化及び人口減少等、急速な社会の変化に直面しています。また、学校教育においても、従前の知識

偏重の教育が、児童生徒の自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力等の欠如を招いた、という指摘も

あります。 
その改善を図るため、各学校では各教科や道徳科、特別活動のほか、総合的な学習の時間及び外国

語活動など、教育活動全体を通して今日的教育課題の解決に努める必要があります。 
次に掲げるのは、岩手県教育委員会の経営計画及び学校教育指導指針（幼稚園等・小学校・中学校・

義務教育学校）に位置付けている事項です。 

(1) 重点事項 

ア 「いわて県民計画（2019～2028）」第２期復興推進プランに基づく東日本大震災津波からの教

育の復興 

イ 「いわて県民計画（2019～2028）」第２期政策推進プラン・行政経営プラン及び「岩手県教育

振興計画（2024～2028）」の着実な推進 

(2) 共通事項として取り組む内容 

ア 岩手で、世界で活躍する人材の育成 

イ 確かな学力の育成 

ウ 豊かな心の育成 

エ 健やかな体の育成 

オ 共に学び、共に育つ特別支援教育の推進 

カ いじめ問題への確かな対応と不登校対策等の推進 

キ 学びの基盤づくり 

(3) 各学校の方針により重点化して取り組む内容 

ア 消費者教育 

イ 主権者教育 

ウ 環境教育 

エ 学校図書館教育 

オ 国際理解教育・帰国外国人児童生徒等教育 

カ 小規模・複式教育 

 


